
第１回通学路の更なる安全対策検討会 

議 事 次 第 

日 時：令和 4年 4月 27 日（水）13:15～14:30  

場 所：名古屋市役所 本庁舎 2階 第一会議室 

１ 市長挨拶 

２ 開会挨拶 

３ 出席者紹介                       資料１、２ 

４ 今回（３月 24 日）の事故の状況および名古屋市内の交通事故発生状況に

ついて 

５ 交通安全に対するこれまでの取組み状況について 

  （１）スポーツ市民局                    資料３ 

  （２）教育委員会                      資料４ 

  （３）緑政土木局                      資料５ 

６ 検討内容について                      資料６ 

７ 検討組織について                    資料６，７ 

８ 閉会挨拶 
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通学路における安全対策について 

１ 通学路安全対策検討会 

(1) 概要 

○ 例年、各学校が通学路の安全点検を実施し、要望事項を教育委員会  

に提出している。 

○ ５月～７月にかけて各区の通学路安全対策検討会において協議・判

定する。 

○ 令和３年６月の千葉県八街市での交通事故を受け、通学路の再点検

を実施し、追加要望を提出するよう各学校に指示をした。 

○ 協議・判定を受け、可能なものから、順次、対策を実施した。

＊最終判定でＣ、Ｄ判定となった箇所については、各学校により、ソフト

対策（見守り活動や安全教育）を実施（予定） 

(2) 主な要望の内容 

横断歩道（停止線含む）、一時停止線、区画線、通学路路面標示、路   

肩カラー舗装 

２ 交通指導員の活動 

 (1) 学童の登下校時の交通指導 

学校の通学路を登下校する学童に対して交通安全指導を行っている。 

 (2) 通学路の交通安全施設の点検 

学童の通学路に設置されている信号機や交通標識、防護柵などの交通

安全施設について、毎年１月末から２月にかけて一斉点検を行い、その

結果を、通学路安全対策検討会の検討資料として提出される改善要望書

に反映させる。（この改善要望書は各学校において整理される。） 

日常の学童の登下校指導の合間に、随時通学路の安全点検を行うな

ど、学童の交通安全に努める。 

＜判定区分＞ 

Ａ：判定年度内に対策実施予定（実施済みも含む） 

Ｂ：判定年度内から３年度以内に実施可能 

Ｃ：関係機関・地元等の調整、その他の理由で検討事項とする 

Ｄ：現状の道路形態、その他の理由で実施不可能 

Ｅ：通学路の変更を希望 

Ｆ：その他（市管理以外の道路、私有地など） 

資料３-１ 

【スポーツ市民局】 



(3) 交通安全訓練及び教育活動 

小学校での交通安全教室など、わかりやすさを心がけた交通安全教育

を実施している。 

(4) 交通安全啓発活動 

市や区役所、県警察本部、警察署などが実施する交通安全キャンペー

ンやゼロの日街頭指導など、さまざまな交通安全に関する活動や行事に

従事して交通安全啓発活動を行っている。



＊通学路安全対策検討会の仕組み 

パトロールによる危険箇所の把握、
交通指導員・地域及びPTA等の要
望を集約し、要望事項を記載した通
学路地図を作成 

要望事項のとりまとめ 
【各小・中・特別支援学校】 

【教育委員会】 

要望事項の整理 
【スポーツ市民局】 

要望箇所を現地確認、対策の検討

要望箇所の確認・検討 
【各警察署・土木事務所】 

要望事項に対する判定を決定

各区通学路安全対策検討会 
（協議・判定会） 

【各警察署・土木事務所・緑政土木局 

・教育委員会・区役所・スポーツ市民局 】 

各学校の交通安全担当教諭に対し、警察
署・土木事務所それぞれから個別に要望
事項に対する判定結果とその理由を説明、
他の対策の検討等

各区通学路安全対策検討会 
（説明会） 

【各警察署・土木事務所・緑政土木局 

・各学校・教育委員会・スポーツ市民局 】 

通学路の安全検討に反映 
【各小・中・特別支援学校】 

判定結果を学校・交通指導
員・地域・PTA等に伝達し、通
学路の安全検討や次年度以
降の要望に反映

要望箇所の改善等 
【各警察署･土木事務所】 

順次施行・検討

集約 

提出 

要望内容に応じて各警

察署･土木事務所に送付 

結果の持ち帰り 

２
～
３
月

４
月
末

５
月
初
～

６
月
上
旬
～
７
月
上
旬
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判定の結果（小学校のみ）

区　分 項目　／　判定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計

　　《公安委員会》 信号機 7 7 3 18 0 0 35

歩行者用信号機 15 25 18 23 0 2 83

公 横断歩道 116 72 18 42 0 1 249

安 路側帯 5 7 4 3 0 0 19

委 駐車禁止 14 7 0 4 0 0 25

員 一時停止 83 51 1 18 0 3 156

会 通行禁止・一方通行 9 14 3 10 0 0 36

その他 63 20 7 36 0 2 128

小　計 312 203 54 154 0 8 731

歩道設置 1 0 1 5 0 0 7

歩道拡幅 0 1 1 1 0 0 3

ガードレール・パイプ 30 28 7 11 0 0 76

道 通学路標識 16 22 0 3 0 0 41

路 道路照明 2 2 0 1 0 0 5

管 カーブミラー 1 0 0 17 0 0 18

理 側溝ふたかけ 26 3 2 1 0 0 32

者 路肩カラー舗装 6 83 1 11 0 0 101

通学路路面標示 4 92 1 7 0 0 104

区画線 47 71 0 7 0 0 125

その他 83 41 13 22 0 4 163

小　計 216 343 26 86 0 4 675

　　《道路管理者》 その他 その他 1 1 0 3 0 33 38

529 547 80 243 0 45 1,444

（判定区分）

A 判定年度内に実施予定(実施済みも含む）とされたもの

B 判定年度から3年以内に実施可能とされたもの

C 関係機関・地元等の調整、その他の理由で検討事項とされたもの

Ｄ 現状の道路形態、その他の理由で実施不可能とされたもの

Ｅ 通学路の変更を希望するもの

Ｆ その他（市管理以外の道路など）

令和3年度　通学路安全対策検討会（小学校のみ）

要望項目 判定区分

合　　　　   計

要望項目 判定区分

歩道設置

1.0%

歩道拡幅

0.4%
ガードレール・

パイプ

11.3% 通学路標識

6.1%

道路照明

0.7%
カーブミラー

2.7%

側溝ふたかけ

4.7%

路肩カラー舗装

15.0%

通学路路面標

示

15.4%

区画線

18.5%

その他

24.1%

Ａ

42.7%

Ｂ

27.8%

Ｃ

7.4%

Ｄ

21.1%

Ｅ

0%

Ｆ

1.1%

信号機

4.8% 歩行者用信号

機

11.4%

横断歩道

34.1%

路側帯

2.6%
駐車禁止

3.4%

一時停止

21.3%

通行禁止・一方

通行

4.9%

その他

17.5%

Ａ

32.0%

Ｂ

50.8%

Ｃ

3.9%

Ｄ

12.7%

Ｅ

0.4%

Ｆ

0.6%

※端数計算により100％とならない場合があります
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名古屋市における通学路の交通安全対策について 

名古屋市通学路安全対策協議会 

※平成元年に設置 

＜構成＞ 県警察本部交通部 

       市緑政土木局・スポーツ市民局 

       市教育委員会 

 （庶務：スポーツ市民局） 

＜所掌＞ 検討会・作業部会の実施計画 

通 学 路 安 全 対 策 検 討 会 

※昭和 47 年から実施 

※各区ごとに設置 

＜構成＞ 各警察署 

       市緑政土木局・各土木事務

所 

       各区役所・市スポーツ市民局 

       市教育委員会 

       各区内小・中・特別支援学校 

 （庶務：スポーツ市民局） 

＜所掌＞ 各学校からの要望事項の 

 判定に関すること 等 

通学路安全点検調査作業部会 

※平成 6年から実施 
（平成 12年から協議会に組織） 

※各重点小学校ごとに設置 

＜構成＞ 県警察本部交通部 

       関係警察署 

       市緑政土木局・関係土木事務所

       市スポーツ市民局 

       市教育委員会・関係小学校 

       国交省名古屋国道事務所 

 （庶務：緑政土木局） 

＜所掌＞ 重点校の通学路安全点検調 

査及び整備計画に関すること 等

資料３（参考） 
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交通安全教育等の実施状況について【教育委員会】 

１ 交通安全教育の概要 

 （１）学校行事としての体験型交通訓練 

○ 関係機関や交通指導員･ＰＴＡ等の協力を得て､歩行訓練や自転車訓練等

体験型の交通訓練を実施 

○ 体験型交通訓練で使用する指導用備品（自転車・ヘルメット・信号機模型・

室内用横断歩道シート）を希望する学校に配付（小学校） 

○ 自転車安全教室受講証を小学校・特別支援学校小学部全員に配付 

（２）校内における指導

○ 「交通安全指導の手引き」（市教委）を活用し、教科「体育」、道徳教育、

学級活動、児童会活動、学校行事等の特別活動と総合的な学習の時間等を中

心に実施 

○ 集会、朝･帰りの会、校外学習時等、実情に応じた随時指導を実施 

（３）校外における指導 

○ 登下校時に校門付近や危険箇所において、交通指導員、学区・PTA・地域

のボランティアなどの協力を得ながら安全指導を実施 

○ 一斉下校の際に分団の集合地まで教員が児童・生徒に付き添い、現地指導

を実施 

（４）その他 
   ○ 小学校・特別支援学校小学部１年生に、通学用の黄色い帽子を配付

２ 通学路の安全点検
○ 各学校において通学路の安全点検を定期的に実施。PTA パトロールの結果や

学区、交通指導員などからの情報も合わせ、要望事項を教育委員会に提出

○ 通学路安全対策検討会における要望事項の判定結果を受け、危険箇所におけ

る通学路の検討や見守り活動、安全教育といったソフト対策を実施

３ 通学路の設定・変更 
○ 教育長通知｢児童生徒の通学路の設定等について｣ により、各学校が通学路を

設定。変更等する場合は所轄警察署･土木事務所･PTA 等と相談して学校で決定

し指導室へ届出

４－１ 

【教育委員会】 
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参考資料【教育委員会】 

１ 学校行事としての体験型交通訓練 

 ○ 小学校における体験型訓練の例 

２ 校内における指導 

○ 小学校における学級活動の学習内容（例） 

 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

登下校中

の事故を

防ぐため

に 

○がっこうのいきかえり 

○あめの日のとうげこう 

○あおしんごうがかわると

き 

○安全な登校・下校 

○下校時のきけん 

○友達との悪ふざけの危険 

○身近な標識と標示 

○登下校の世話 

○通学路にひそむ危険 

○あせる気持ちと交通事故 

道路横断

中の事故

を防ぐた 

めに 

○どうろをわたるとき 

○あぶないとびだし 

○おうだんほどうをわたる

とき 

○青信号でも安全確認 

○アイコンタクト・ハンズ

アップ 

○せまい道から広い道に出

るとき 

○ふみきりのわたり方 

○薄暮時や夜間の横断 

○安全な横断 

○反射材の活用 

○あぶない斜め横断 

自転車の

事故を防

ぐために 

○じてんしゃにのるとき 

・ヘルメット着用 

○あんぜんなじてんしゃの

のりかた 

○乗れば自転車も自動車 

・ヘルメット着用 

○自転車の安全な乗り方 

○夜間の自転車走行 

○自転車の安全な乗り方 

・ヘルメット着用 

・ながらスマホの危険 

○自転車で歩道を走るとき 

○乗れば自転車も自動車 

・加害者とならないために 

＜中・高学年対象の自転車訓練＞

＜低学年対象の歩行訓練＞ ＜愛知県警（B-force）による自転車講習＞

４－２ 



３ 通学路の設定・変更 

○ 児童・生徒の通学路の設定ついて        昭和４６年８月１５日付教育長通知 

改正平成１８年６月１日（抜粋） 

 通学路設定の留意点 

      (1) 通学路の設定は、できるだけ歩車道の区別のある道路とするとともに、

区別がない場合は次の条件に適合すること                           

       ア 車の交通量が比較的少ないこと 

       イ 道路の幅員が児童・生徒の通行を確保できる状態にあること 

       ウ 路面の占用状態（駐車・路上放置物件等）が良好であること 

      (2) 警報機のない踏切、見通し不良等の危険箇所がないこと 

      (3) 危険な横断箇所には、横断歩道､信号機､横断歩道橋又は地下道等が設置

されているか､又は警察官等による交通整理､誘導が行われていること 

      (4) 防犯の観点（人通りが少ない、見通しが悪い等）からも配慮すること 

      (5) 児童・生徒の通学路として適切な道路環境であること 

４－３ 





資料６ 

通学路の更なる安全対策検討会について（案） 

(1) 目的 

 瑞穂区田辺通６交差点等の交通事故などに対して、有識者の専門的な助言等を受けな

がら、愛知県警察を始めとする行政関係者と連携し、本市の通学路の更なる安全対策の

方向性や内容等を検討する。 

(2) 検討事項 

① 交差点の対策 

② 教育、広報、啓発関連 

③ 子ども目線の通学路対策 

④ 地域が子どもを守る安全対策 

⑤ 車両等に関する最新技術の適用 

(3) 組織 

＊事務局：緑政土木局路政部道路維持課 

 (4) 有識者懇談会 

安全対策の検討にあたり、専門的な知見や助言等を聴取するために懇談会を開催する。 

通 学 路 の更 なる安 全 対 策 検 討 会 

会 長 ： 松雄副市長 

副 会 長 ： 杉野副市長 

委員（局長級） ： 名古屋市 スポーツ市民局長、緑政土木局長、 

教育次長、瑞穂区長 

オブザーバー ： 中部地方整備局、愛知県警察 

都 度 招 集 ： 有識者 

所 掌 ： 通学路の更なる安全対策の方針の決定 

作 業 部 会 

 ： スポーツ市民局地域安全推進課 

緑政土木局道路維持課 

教育委員会事務局指導室 

瑞穂区役所地域力推進室 

所 掌 ： 通学路の更なる安全対策に係る具体的な検討 



資料７ 

通学路の更なる安全対策検討会設置要綱 

（趣旨） 

第１条 瑞穂区田辺通６交差点における交通死亡事故を受け、有識者の専門的な助言等

を受けながら、愛知県警察を始めとする行政関係者と連携し、本市の通学路の更なる

安全対策について、その方向性や内容等を検討するため、通学路の更なる安全対策検

討会（以下「検討会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 検討会は、通学路の安全対策に関し、次に掲げる事項について調査、検討をす

る。 

（１）通学路に係る道路の構造、路面の表示その他道路管理上の対策に関すること。 

（２）交通事故の防止、交通マナーの向上その他交通事故防止に資すると認められる各

種啓発に関すること。 

（３）児童・生徒に係る安全対策に関すること。 

（４）その他検討会の目的を達成するため必要と認めること。 

（構成） 

第３条 検討会に会長、副会長及び委員を置く。 

2  会長は緑政土木局主管副市長、副会長はスポーツ市民局主管副市長とし、委員は別

表に掲げる職にある者をもって充てる。 

（職務） 

第４条 会長は検討会の事務を総理する。 

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議の開催） 

第５条 会長は、必要に応じて検討会の構成員による会議（以下「会議」という。）を

招集することができる。 

2 会議の議長は会長が行うものとし、会議の議事の進行及び総括をするものとする。 

3 会長は、会議に国土交通省中部地方整備局及び愛知県警察の関係職員の出席を求め、

説明又は意見を聞くことができる。 

4 会長は、必要があると認めるときは、会議に委員及び前項に定める者以外の者の出

席を求め、説明又は意見を聴くことができる。 

（謝金等） 

第６条 前条第 4項の規定により出席した者に対しては、謝金及び旅費を支払うことが

できるものとし、その額は、謝金については１日につき 12,600 円、旅費については

名古屋市旅費条例（昭和 25 年名古屋市条例第 32号）の規定を適用して算定した額と

する。 



（会議の公開） 

第７条 検討会の会議は原則として公開とする。ただし、会長が必要と認めるときは、

非公開とすることができる。 

（作業部会） 

第８条 検討会には、会長が別に定めるところにより、作業部会を設置することができ

る。 

（庶務） 

第９条 検討会の庶務は、緑政土木局路政部道路維持課において処理する。 

（雑則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、検討会に関し必要な事項は、会長が定める。 

 附則 

この要綱は、令和４年４月２０日から施行する。 

別表 

スポーツ市民局長 

緑政土木局長 

瑞穂区長 

教育委員会事務局教育次長 


